








1.はじめに 

G6PD 異常症は世界で最も頻度の高い赤血球酵素異常症であり,われわれがすでに行った

Beutler のスポットテスト,および電気泳動でのスクリーニングテストでは日本人(主に山

口県下)の頻度は 0.1～0.5%であることが明らかになっている。大半の G6PD 異常症は無症

状であるが,重症例(いわゆる WHO 分類の class 1 および cIass2)では酸化的薬剤の服用,感

染などにより急性溶血発作を起こす。従って手技が簡単で大量のサンプルが処理でき,しか

も感度と精度の高い G6PD 異常症のスクリーニング法の開発は血液学的にも人類遺伝学的

にも重要である。今回はこの目的にあう方法を確立するために 2,3 の方法を検討したので

報告する。 


